
 

主 催 ： 特定非営利活動法人 船橋福祉相談協議会 

共 催 ： 船橋市障害福祉施設連絡協議会・船橋障害者相談支援事業所連絡協議会 

後 援 ： 船橋市・船橋市社会福祉協議会・船橋障がい者地域福祉連絡会・ 

船橋市障害福祉団体連絡協議会・船橋市放課後等デイサービス事業所協議会・ 

船橋市グループホーム連絡協議会 ふらっと船橋 

 問合せ ： ふらっと船橋〈担当：清水・正木〉  

 住 所 ： 〒273-0021 船橋市海神1-31-31ジュネス海神101 

 TEL  ： 047-495-6777                FAX ： 047-495-6776 

 MAIL  ： flat-funabashi@key.ocn.ne.jp     H P  ： http:flat-funabashi.com 

講師 

NPO 法人長生夷隅地域のくらしを支える会理事長 

 千葉県中核地域生活支援センター連絡協議会会長 

渋澤 茂 氏 

「私の望む生活を実現するために」 

《シンポジスト》 

英 一馬氏 ：中核地域生活支援センター 

海匝ネットワーク 

住吉 則子氏・松井 智雄氏 

：船橋市地域活動支援センターオアシス 

伊藤佳世子氏：千葉市中央区障害者基幹相談支援センター 

《コーディネーター兼進行》 

渋澤 茂 氏：（第 1 部より引き続き） 

R5 年 12 月 18 日（月）13：30～16：40（開場 13：10） 

場所：船橋市中央公民館 6 階講堂  定員：100 名（先着順） 参加費無料 

「誰もがありのままに自分らしく地域

で暮らす」、これは第一次千葉県地域福

祉支援計画が作られたとき、その本旨

を具体的に分かり易くするための表現

です。もう、２０年程以前ことになりま

した。特に障害のある人にとって、地域

で暮らすということがまだまだ厳しい

頃でした。それでも近年は〝脱施設〟

が施策として図られ、例えばグループ

ホームを利用して地域で暮らす人たち

も随分増えました。しかし、強度行動障

害と言われる人、精神障害のある人、触

法者と言われる人、医療的ケアの必要

な人等々地域にその受け皿が十分に用

意されていない現実もあるようです。

希望する人皆が地域で暮らせますよ

う、現状を点検するとともにその実現

を阻むものやその実現に必要な要件等

考えて見ませんか。 

第 1 部 講 演  

第 2 部 シンポジウム 


